
 

 

 

１．趣旨 

子どもたちに豊かな自然体験を経験させるとともに、科学的好奇心を育ませる。また、家族内での協

働体験を通して家族の絆を深めさせる。 

 

2．主催 

独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立信州高遠青少年自然の家 
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４．参加者 

５家族（大人：８名、小学生：８名、幼児：４名）  計：２０名 （長野県内） 

 

５．参加者の声 

 ・自然の家の敷地が広大で非日常を体験することができました。自然体験では、地元の農家さんから

キノコやアスパラに関する興味深いお話をお伺いすることができて、子どもたちも大変良い刺激に

なったと思います。 

 ・自然と地域の方たちとの素敵なコラボ企画だったと思います。 

 ・星の方からのお話もありましたが、その時間によりサステナビリティにフォーカスした運営、プロ

グラムがあっても面白いと思いました。（例：コンポスト、地産地消、ウッドチップ利用や間伐材

利用等をキーワードとした内容） 

 ・次回もこのイベントに参加したい。 

 ・おやき作りが楽しかった。 

 ・星座観察ができずに残念でした。また、先生のお話が難しくて寝る時間の子どもたちには大変でし

た。 

 ・早く食堂のバイキング形式が復活してほしい。 

 ・バンガローでの宿泊、キノコ採りが楽しくて秋の散策が気持ち良かったです。 

 ・職員の方ともっとお話がしたいため、もうちょっとスタッフがいた方がいいと感じた。 

 ・自由時間があって、家族の時間がとれたのでとても良かった。 

 

事業報告 
令和３年度 教育事業 

信州高遠自然みつけ隊 
令和３年１０月９日（土）～１０日（日） 
【対 象】家族・グループ 
【場  所】国立信州高遠青少年自然の家 



６．活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．成果と課題 

(1)事業アンケート結果（回収５家族） 
 

 

 

 

 

 

(2)成果と課題 
○地元の方と協力して新しい活動プログラムを提供することができた。多くがリピーターの参加者であ

ったため、大変好評であった。 

●星座観察のときに曇りで星が見えなかったため、プラネタリウムと星に関する講話になった。幼児や

小学校低学年の参加者が多かったこともあり、内容が難しく途中退出する方が多かった。 

事業全体を通して 

満 足 ：５家族 1 0 0 ％  

やや満足：０名    ０％ 

やや不満：0 名    ０％ 

やや不満：0 名    ０％ 

【活動①】 自然体験 クラフト体験 

【活動②】 星座観察 

【活動③】 自然観察   

【活動④】 郷土の食文化体験   


